（青風荘）施設症例検討会議①

平成　18年　5月　1日　（月）

	氏　名
	稲垣　ふき様
	男・女
	生年月日
	　昭和　19年　4月　2日（　61歳）


	問題点
	介入方法

	①頻回に中途覚醒があり、昼夜逆転の生活になる。
	・日中に居眠りをしないよう、活動を促す。また気になることなどある場合は、その都度話を聞いて解消できるようにする。

	②身体的訴えや妄想的な訴えが多い。（痒い・痛い・頭がフラフラする・のどが変だ等）
	・訴えがある場合は十分に話しを聞く。

	③一方的に話し掛け、内容が噛みあっていない。

（自分でも何を話しているのか分からなくなっている。）
	・話しを良く聞き、その都度分かりやすい表現で順序立てて納得できるような説明を繰り返し行なう。


	これまでの経過（最終評価日　H　　年　　月　　日）

	・デイナイトケアへは拒否なく通所しています。プログラムへは積極的に参加され、熱心に行なっていますが、それ以外では眠そうな顔でぼんやり過ごす事が多いです。施設での休日は朝食が済むと殆ど午前中は眠っていて、起き出すと「何か食べたい。」「一人で買物に行きたい。」「通帳が見たい。」等頻回に訴えて来ます。新人のスタッフには特に訴え、頑として要求を通そうとすることがあります。買物・外出はスタッフ付添いで行なっていますが、レジに並んでから「こんなに買っていない。おかしい…」と店員に詰め寄ったりする事があり指導しています。一旦就床するも0時前後に覚醒し足音を立てて小走りでトイレに行ったり、洗顔したり、私物いじり等をする為朝は定時起床が出来ません。外来受診に関してはスタッフ付き添いで行なっており拒否無く通院出来ています。服薬は事務所管理の為忘薬はありませんが、服用の都度声掛けを要しています。




プラン計画者　氏名：　小坂　和子　　　　　　　　　　　　　

次回会議予定　　H18年　5月8日　（月）　青山荘地域交流活動室

（青風荘）　施設症例検討会議②

（評価・修正プラン）　　　　　　　　　　　実施日　平成　18年　5月　1日（月）

	氏　名
	　稲垣　ふき様
	男・女
	生年月日
	　昭和　19年　4月　2日（　61歳）


	問題点
	評価

	①頻回に中途覚醒があり、昼夜逆転の生活になる
	・日中に居眠りをしないよう、活動を促す。また気になることなどがある場合は、その都度話しを聞いて解消できるようにする。

	②身体的訴えや妄想的な訴えが多い。（痒い・痛い・頭がフラフラする・のどが変だ等）


	・訴えがある場合は十分に話しを聞く。

	③一方的に話し掛け、内容が噛み合っていない。（自分でも何を話しているのか分からなくなっている。）


	・話しを良く聞き、その都度本人の分かりやすい言葉で表現し順序立てて納得できるような説明を繰り返し行なう。




	評価後の問題点
	修正プラン

	①継続
	・活動を促したり、話し相手になる。本人が気に掛けている事は一緒に解決策を考え解消できるようにする。

	②継続
	・訴えがある場合は十分に話しを聞く。

	③継続
	・いま、現在自分が何を要求しているのか、何を言いたいのか内容を確認する。

・その都度、問題が起きた際に対応して解決していく。


	結果

	次回会議まで修正プランにて対応し様子観察とする。


	会議出席者

	秋山G.O.M・清水G.O.M

青山荘～佐々木･山田・山口・坂本　青明舎～金澤　青風荘～小坂


（青風荘）施設症例検討会議①

平成　18年　4月　24日　（月）

	氏　名
	高島　吉太郎様
	男・女
	生年月日
	　昭和　7年　8月　4日（　73歳）


	問題点
	介入方法

	1 時間や周りに合わせて行動する事ができない。

（妄想に耽っている状態のため、次のことが考えられず行動する事が困難になっている。）
	・日課全てに於いて声掛け、介助している。また、

何事にもこだわり時間がかかる為その都度納得できるよう説明している。

	②几帳面な性格もあって衣類、私物等は常に整理整頓しているが、保清に対しての意識が低い。
	・汚れているという認識がなく尿失禁しても更衣しない。汚れていることを認めない時もあり強い促しと指導が必要である。

・就床前にトイレへ行く事を促し、飲水量を控えて戴く。

	2 居眠りしていて日課に支障をきたしている。

（中々、覚醒できない為、ふらつき転倒のおそれがある。）
	・精神症状は落ち着いているものの、食事・入浴以外は殆ど眠っている状態。強力な声掛けと誘導が必要となっている。


	これまでの経過（最終評価日　H　　年　　月　　日）

	・デイナイトケアへは拒否なく通所しています。プログラム中は殆ど眠っている状態で椅子からずり落ちそうになったり、転倒することもあります。また、歩行時に強いふらつきが見られ付き添い・見守りが必要となっています。荘内でも殆ど居眠りをしていて全ての日課に於いて強力な声掛けや介助を要しています。睡眠は就床時間・起床時間に一定性がなく、再三の声掛けで１２時近くに就床するもトイレに起きた後、着替えて私物いじりやお菓子を食べたりする為、指導しています。トイレに起きた際、間に合わずトイレ前で尿失禁していることもあり、着替えを促しますが「良いのだ。」と頑として受け入れないため、要介助しています。

・入浴では独自のこだわりがあり衣類着脱の際、丁寧に畳んだり、洗っている途中で動きが止まっていたりしている為再三声掛けしています。

･外来受診はスタッフ付添いで行なっており拒否なく通院出来ています。服薬に関しては事務室管理の為忘薬はないが、服薬の都度声掛けを要しています。




プラン計画者　氏名：　小坂　和子　　　　　　　　　　　　　

次回会議予定　　H18年　5月1日　（月）　青山荘地域交流活動室

（青風荘）　施設症例検討会議②

（評価・修正プラン）　　　　　　　　　　　実施日　平成　18年　4月　24日（月）

	氏　名
	　高島　吉太郎様
	男・女
	生年月日
	　昭和　7年　8月　4日（　73歳）


	問題点
	評価

	①時間や周りに合わせて行動する事が出来ない（妄想に耽っている状態のため次のことが考えられず行動する事が困難になっている。）
	・その都度、今、行なわなければならない事を促し、時間の確認をして頂き、納得できるよう説明していく。

	②几帳面な性格もあって衣類、私物等は常に整理・整頓しているが、保清に対しての意識が低い。
	・汚れているという認識がなく尿失禁しても更衣しない。汚れていることを認めない時もあり強い促しと指導が必要である。

・就床前にトイレへ行く事を促し、お茶などの飲水控えていただく。

	③居眠りしていて日課に支障をきたしている。（中々、覚醒できない為、ふらつき転倒のおそれがある。）
	・殆ど居眠りしていることから、薬の量が多いように思われる。次回外来受診時にＤrへ相談し、薬の量を調整する必要がある。


	評価後の問題点
	修正プラン

	①継続
	・行動しなければならない時間前に声掛けして促す。

	②継続
	・本人に清潔・不潔の区別をつけていただき、不潔がもたらす影響を説明する。

	③継続
	・殆ど居眠りしていることから、薬の量が多いように思われる。次回外来受診時にDrへ相談し、薬の量を調整する必要がある。




	結果

	次回会議まで修正プランにて対応し様子観察とする。


	会議出席者

	村田I.O.O・佐藤Ｅ.O.M

青山荘～佐々木･山田・山口・四戸・青明舎～小田・金澤・青風荘～小坂








